































































ポール・ローレンス教授の記念講座 (PaulR. Lawrence MBA Class of 1942 






る顕著な研究業績に贈られる表彰 (CareerAchievement A ward) と世代を代
表する研究に贈られる10年賞 (DecadeA ward) をダブルで受賞している。ま
















































































































































































































































ネリとともに， 1985年 に 発 表 し た 論 文 “OrganizationalEvolution: A 





(Convergence) とそれまでの戦略を大幅に見直す転換 (Reorientation) とを
周期的に経験することを通じて進化していくとしたダイナミック・モデルであ











































































出所： Tushman, M. L, and E. Romanelli. (1985) "Organizational Evolution: A 
Metamorphosis Model of Convergence and Reorientation," L. L. Cummings. and 





組織が漸進的適応を続ければ続けるほど、組 ‘ ‘‘‘ 織が直面しうる急進的転換の規模は大きくな-“‘“ ` 
ると予想される。 ::;:;~;. ¥、--、...--¢•-
< 適応 -̂ >、oc℃転換ー→長
時間
出所： Tushman, M. L, and E. Romanelli. (1985) "Organizational Evolution: A 
Metamorphosis Model of Conve『genceand Reorientation," L. L. Cummings. and 
B. M. St細〔eds.)Research in Organizational Behavior, 7, pp.171-222.より筆
者作成






















































































































































































































































































出所： O'Reilly,C. A, and M. L. Tushman. (2016) lead and Disrupt, Stanford Business 

























































































































































l 情報処理プロセスの観点からみた組織デザイン論としては． Galbraith,].(1973), 
Tushman,M. (1978), Tushman,M. and D.Nadler. (1978)を参照。
2 戦略策定のプロセスについては． Mintzberg,H., J. Lampel. and B. Ahistrand. 
(1998)などを参照。
3 Nadler, D. and M. Tushman. (1997)邦訳書pp.23-28.
4 Nadler, D. and M. Tushman. (1997)邦訳書pp.28-46.
5 断続均衡モデル (PunctuatedEquilibrium Model)は．生物の進化を説明する
場合にも用いられている。その場合には．断続平衡説とも呼ばれる。
6 構造慣性 (StructualInertia) とは，既存の組織形態を維持しようとする圧力を
意味する用語である。もともとは組織生態学において．組織形態が．個体レベ
ルではなく個体群レベルで変容することを説明するために考案された。
7 O'Reilly. C. A. and M. Tushman. (2016)邦訳書 p.5.
8 O'Reilly. C. A. and M. Tushman. (2016)邦訳書pp.187-193.
9 O'Reilly. C. A. and M. Tushman. (2016)邦訳書 p.286.
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